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■編集後記
　今号から『年報非文字資料研究』は『非文字資料研究』として装いも新たにスタートしました。年一回か
ら年二回発行へと拡大することで、優れた研究をいち早く発表する機会を提供できればと考えています。今
回は移行期間ということもあり発行が遅くなってしまいましたが、これからは春と秋に出せるように努めて
いきたいと思います。
　今回も海外の寄稿者の論文をはじめ、さまざまな研究を紹介することができましたが、とりわけ海外神社
班の公開研究会で発表された二つの分析と、それに対する二つの詳細なコメントを、研究ノートとして掲載
しました。このシンポジウム「台湾でなぜ神社の復興見られるのか？　中国・南京で社殿がなぜ壊されなか
ったのか？」は、すでにニューズレター 36号で報告されていますが、発表の理路や細かな資料分析を見る
ためにも、論文として形になったことは有益であると思います。もちろん、公開研究会の発表を基にしたも
のとはいっても、査読を経て掲載に至っていることは言うまでもありません。また発表についてのコメント
も、一つの論ともなる大変力の入ったものであり、今回研究ノートとしてまとめられたのは意義深いことで
した。
　研究の専門分化と脱領域化が同時に進む状況のなかで、研究をどのような形で広めていくかを模索するう
えでも、本紀要が今回のような試みに開かれた場でありたいと考えています（熊谷）。　

■表紙説明
　1937年 12月に南京事件が起こった南京に、1943年 10月に鎮座したのが南京神社である。その南京神社
の拝殿は改変されてはいるものの、今もなお残っている。表紙の図面は、旧南京神社拝殿の現状立面図であ
る。屋根葺材が瓦に変更され、棟の鬼板などがなくなっているが、破風板や懸魚・舟肘木の組物などは残っ
ており神社拝殿の趣は今も感じることができる。
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